
小学校外国語科事例を通した評価の具体例

「指導と評価の一体化」のため
の学習評価に関する参考資料
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１ 単元の目標

自分のことをよく知ってもらったり相手のことをよく知ったりするために，

相手の誕生日や好きなもの，欲しいものなど，具体的な情報を聞き取った
り，誕生日や好きなもの，欲しいものなどについて伝え合ったりできる。ま
た,アルファベットの活字体の大文字を書くことができる。

※なお，本単元における「書くこと」については目標に向けて指導は行うが，
本単元内で記録に残す評価は行わない。
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２ 単元の評価規準（「聞くこと」）

文末のみが
異なっている

基本的に「思考・判
断・表現」と一体的

に評価

～聞き取っている。 ～聞き取ろうとして
いる。
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第５時「思考・判断・表現（思判表）」
「主体的に学習に取り組む態度（態度）」の評価

（思判表）聞き取っている
→聞き取った内容が適切である

（態度）聞き取ろうとしている
→聞き取った内容が適切であるかど

うかを問わず、「聞き取ろうとしてい
る」態度が見られる

３ 評価の具体例（「聞くこと」）
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以下の内容を聞き取り、児童の記述内容や行動観察で評価した例

３ 評価の具体例（「聞くこと」）

【児童のワークシート】

好きなもの

ほしいもの 誕生日

（Lakshについてわかったことを空欄に書く）
けんた： Hello, Laksh.  When is your birthday?
ラクシュ：Hi, Kenta.  My birthday is June 28th.
けんた： Oh, it’s this month.  What do you want for your  

birthday?
ラクシュ：I want an umbrella.
けんた： Really?  An umbrella for your birthday?  What color?
ラクシュ：I like yellow.  I want a yellow umbrella for my 

birthday.
けんた： Oh, I see.  What sport do you like, Laksh?
ラクシュ：I like swimming.
けんた： How about food?  What food do you like?
ラクシュ：I like donuts very much.  

I want a donut party for my birthday.
けんた： A donut party?  Great!       ※We Can! 1指導編 P21より
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「思判表」「態度」を「おおむね満足できる」状況(b)と評価する例

３ 評価の具体例（「聞くこと」）

【児童の記述例】 「思判表」・・・（評価規準にあるとおり）誕生
日や好きなもの、欲しいものなど、具体的
な情報を聞き取っている。
※「誕生日」「好きなもの」「ほしいもの」
の全ての項目について、それぞれ１つ
以上具体的な情報を聞き取っている。
⇒どこまで聞き取れたら(b)とするかは、
評価規準に照らし、各学校で決定する。

好きなもの

・水泳

ほしいもの

・かさ
・ドーナツ

誕生日

・６月28日
・「態度」は、基本的に「思判表」と一体的
に評価する（ここでは同じ(b)とする）。
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「思判表」「態度」を「努力を要する」状況(c)と評価する例

３ 評価の具体例（「聞くこと」）

【児童の記述例】 「思判表」・・・「誕生日」「好きなもの」「ほしい
もの」について、具体的に聞き取れていない
（いずれかの項目に聞き取りが不十分なも
のが見られる）。

好きなもの

・水泳

ほしいもの

・黄色い
もの

誕生日

・７月28日

・「態度」は、基本的に「思判表」と一体的
に評価するが、具体的な情報を聞き取ろ
うとする態度が実際に見られれば、(b)と

することもあり得る（記述のみで判断せず、
実際の様子から見取る）。具体的ではない

不正確な聞き取り
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「思判表」「態度」を「十分満足できる」状況(a)と評価する例

３ 評価の具体例（「聞くこと」）

【児童の記述例】 「思判表」・・・「誕生日」を具体的に聞き取る
とともに、「好きなもの」「ほしいもの」につい
て、それぞれ２つ以上具体的な情報を聞き
取っている。⇒どこまで聞き取れたら(a)とす
るかは、評価規準に照らし、各学校で決定
する。

好きなもの

・黄色 ・水泳

ほしいもの

・黄色いかさ
・ドーナツ
パーティー

誕生日

・６月28日 ・「態度」は、基本的に「思判表」と一体的
に評価する（ここでは同じ(a)とする）。

・ドーナツ
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４ 単元の評価規準（「話すこと[やり取り]」）

文末のみが
異なっている

～伝え合っている。 ～伝え合おうとして
いる。

基本的に「思考・判断・
表現」と一体的に評価 9
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第７時「思判表」「態度」の評価

５ 評価の具体例（「話すこと[やり取り]」）

評価の場面
は、児童が
作ったバー
スデーカー
ドをとおした
児童同士の
やり取りの
行動観察
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５ 評価の具体例（「話すこと[やり取り]」）

「思判表」「態度」を「おおむね満足できる」状況(b)と評価する例

児童５について
（児童５と児童６のやり取りより）
児童５: When is your birthday?
児童６: My birthday is February 2nd.

（児童４と児童５のやり取りより）
児童４：Do you like … swim?
児童５：Yes, I like swimming.

児童５は、（評価規準にあるとお
り）自分や相手の誕生日や好き
なもの、欲しいものなどについ
て、お互いの考えや気持ちなど
を伝え合っている。

→「思判表」(b)、「態度」(b)
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５ 評価の具体例（「話すこと[やり取り]」）

「思判表」「態度」を「努力を要する」状況(c)と評価する例

児童４について
児童４：…, なんて言うんだったかな。

（指導者に教えてもらって）
When … is birthday, your birthday?

児童４は、自ら既習語句や表現を用いて相手のことについ
て尋ねることはできず、指導者に教えてもらうことでやり取
りを進めている。 →「思判表」（c）

一方、やり取りそのものは、自ら調整しながら粘り強く取り
組み、伝え合おうとしている様子が見られる。

→「態度」（ｂ）
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５ 評価の具体例（「話すこと[やり取り]」）

「思判表」「態度」を「十分満足できる」状況(a)と評価する例

児童６について
（カードに記されたバレーボールの話題の後）
児童６: I like baseball. Do you like baseball?
児童４: Baseball? No.
児童６：OK. I like Ohtani Shohei. 
児童４: Oh, Ohtani. OK.

児童６は、カードに記された話題（バ
レーボール）についてのやり取りにお
いて、おおむね満足できる状況が見
られ、そのうえ関連した別のスポーツ
（野球）について話すなど、プラスして
満足できる状況が認められる。

→「思判表」(a)、「態度」(a)
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５ 評価の具体例（「話すこと[やり取り]」）

思考・判断・表現（思判表） 主体的に学習に取り組む態度（態度）

自分のことをよく知ってもらったり相手のこ
とをよく知ったりするために，誕生日や好き
なもの，欲しいものなどについて尋ねたり
答えたりして伝え合っている。

自分のことをよく知ってもらったり相手のこ
とをよく知ったりするために，誕生日や好き
なもの，欲しいものなどについて尋ねたり
答えたりして伝え合おうとしている。

「おおむね満足できる(b)」かどうかは、設定した評価規準を達成している
かどうかで判断する。
達成している→(b)
達成していない→(c)
達成していて、そのうえプラスして満足できる状況が認められる→(a)
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５ 評価の具体例（「話すこと[やり取り]」）

思考・判断・表現（思判表） 主体的に学習に取り組む態度（態度）

自分のことをよく知ってもらったり相手のこ
とをよく知ったりするために，誕生日や好き
なもの，欲しいものなどについて尋ねたり
答えたりして伝え合っている。

自分のことをよく知ってもらったり相手のこ
とをよく知ったりするために，誕生日や好き
なもの，欲しいものなどについて尋ねたり
答えたりして伝え合おうとしている。

児童４ c b

児童５ b b

児童６ a a

「努力を要する(c)」と評価した児童については、改善点についてアドバイ
スするなど、その後の手立てを講じる必要がある。
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６ 評価における留意点など

・このスライドでは文字で確認しましたが、「聞くこと」「話すこと」などの
評価場面は、文字ではなく行動観察などで行うこともあります。そのた
め、実際にはよりスムーズに評価をする必要があります。

・各学校で「おおむね満足できる(b)」状況（評価規準）をしっかり定め、

指導者が一人一人の児童を観察しましょう。それにより、「努力を要する
(c)」「十分満足できる(a)」状況も見取ることができます。

・また、「話すこと[やり取り]」の評価については、ペアになる相手によっ

て条件が変わることも考えられるため、学期に１回程度、全児童を対象
にパフォーマンステストを行い、条件を一定にそろえて見取ることも効果
的です。
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